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地域の皆さんが門崎小学校を思う

強い気持ちは、「どの子も大切な門

崎の子供」として接する献身的な支

援があったからだと思っています。

子供たちは、その皆さんの姿・精神

を学び、引き継ぎ成長していきます。

門崎小学校で私が好きな場所は体

育館です。大好きなバスケを友達と

一緒にやりました。つらい思い出、悲

しい思い出、うれしい思い出を作っ

てくれた６年間。この学校と共に過

ごせたことを絶対忘れません。

門崎小学校は、これまで幾多の水

害に耐え、門崎地域の中核として

歴史と伝統を築いてきました。これ

までの輝かしい伝統を引き継いで、

川崎小学校でも新しい歴史を刻ん

でいってほしいです。

「ゆりのき物語」は私がＰＴＡ会長を

務めていたときにできたもの。閉校

記念事業として取り組んだ「ヒストリ

ア」で、24 年間演じられてきた創作

劇が生まれたきっかけを多くの人に

知ってもらうことができました。

物
語
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
が
上
演
さ
れ

た
。「
ゆ
り
の
き
物
語
」
は
、同
校

で
24
年
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ

て
き
た
創
作
劇
。
児
童
が
地
元

の
歴
史
文
化
を
取
材
し
た
内
容

を
脚
本
に
反
映
さ
せ
、
毎
年
学

習
発
表
会
で
披
露
し
て
き
た
。

　

今
回
は
、
創
作
劇
が
誕
生
す

る
ま
で
の
経
緯
を
当
時
の
関
係

者
ら
の
証
言
や
協
力
を
得
て
忠

実
に
再
現
。
郷
土
愛
た
っ
ぷ
り

の
舞
台
が
会
場
を
魅
了
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
ゆ
め
を
う
た
お
う
」
の
大
合
唱

で
締
め
く
く
り
、
会
場
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

１
８
７
３（
明
治
６
）年
に
開

校
し
た
同
校
は
、
こ
れ
ま
で
約

４
千
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

た
。
地
域
の
伝
統
芸
能「
布
佐
神

楽
」
の
継
承
、「
ゆ
り
の
き
物
語
」

の
発
表
な
ど
地
域
と
一
体
の
教

育
活
動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。

　

閉
校
後
は
薄
衣
小
と
統
合

し
、川
崎
小
と
し
て
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
。

　

門
崎
小
学
校（
佐
藤
毅
校
長
、

児
童
61
人
）
の
閉
校
式
は
３
月

23
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

全
校
児
童
、
教
職
員
や
関
係
者

ら
約
３
０
０
人
が
思
い
出
多
い

学
び
や
に
別
れ
を
告
げ
た
。

　

式
で
は
佐
藤
校
長
が「
長
年
、

地
域
の
愛
情
を
受
け
続
け
て
き

た
門
崎
小
は
、
名
実
と
も
に『
地

域
の
学
校
』。
在
校
生
の
皆
さ
ん

に
は
門
崎
小
で
学
び
、培
っ
た
こ

と
を
忘
れ
ず
、
川
崎
小
か
ら
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

全
校
児
童
に
よ
る「
お
別
れ

の
言
葉
」
で
は
、
思
い
出
を
振
り

返
り
な
が
ら「
門
崎
で
生
ま
れ

育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、
新
し
い

夢
に
向
か
っ
て
明
る
く
、
力
強

く
生
き
て
い
き
ま
す
」
と
決
意

し
た
。
校
旗
返
納
で
は
す
す
り

泣
く
姿
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
多

く
の
人
が
地
域
に
愛
さ
れ
た
学

校
の
閉
校
を
惜
し
ん
だ
。

　

式
終
了
後
は
、
全
校
児
童
が

出
演
す
る
創
作
劇「
ゆ
り
の
き
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２
０
１
３
年
３
月
、
達
古
袋
、
摺
沢
、

渋
民
、
曽
慶
、
薄
衣
、
門
崎
の
６
小
学
校

が
閉
校
し
た
。
い
ず
れ
も
約
１
４
０
年
の

長
い
歴
史
を
重
ね
て
き
た
伝
統
あ
る
小
学

校
だ
。

　

各
校
の
閉
校
式
に
は
、
児
童
、
教
職
員
、

関
係
者
だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
や
地
域
住

民
も
多
数
出
席
し
た
。
校
旗
が
返
納
さ

れ
、
校
歌
が
斉
唱
さ
れ
る
と
、
会
場
で
は

す
す
り
泣
く
姿
も
み
ら
れ
た
。
ど
れ
だ
け

地
域
に
愛
さ
れ
て
き
た
か
は
、
涙
を
流
し

た
人
の
数
が
物
語
っ
て
い
る
。

　

自
分
が
通
っ
た
学
校
が
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
本
当
に
悲
し
い
こ
と
だ
。
自

分
の
歴
史
の
一
部
が
消
さ
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
感
覚
で
も
あ
る
。
子
供
た
ち
は
も
と

よ
り
、
長
い
間
、
学
校
と
関
わ
っ
て
き
た

地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
本
当
に
つ

ら
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

明
治
以
来
、
学
校
は
、
地
域
で
も
っ
と

も
環
境
の
良
い
場
所
に
造
ら
れ
て
き
た
。

単
な
る
学
び
や
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
き

た
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
が
失
わ
れ
る
な
ら
、

せ
め
て
建
物
だ
け
で
も
利
用
し
た
い
、
そ

う
願
う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

　

室
根
町
の
旧
釘
子
小
学
校
が「
国
際
医

療
福
祉
専
門
学
校
一
関
校
」
に
、
大
東
町

の
旧
京
津
畑
小
学
校
が「
京
津
畑
交
流

館
・
山
が
っ
こ
」
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ

う
に
、
今
、
全
国
各
地
で
廃
校
を
利
用
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
人
が
集

う
場
所
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
場
所
と
し

て
、
そ
の
役
割
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
く
。

　

４
月
か
ら
達
古
袋
小
学
校
は
厳
美
小
学

校
、
摺
沢
、
渋
民
、
曽
慶
の
３
小
学
校
は

大
東
小
学
校
、
薄
衣
、
門
崎
の
両
小
学
校

は
川
崎
小
学
校
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。
約
１
４
０
年
に
わ
た
り
、
学

校
と
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
築
い
て
き
た

伝
統
や
精
神
は
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が

れ
て
い
く
。
新
し
い
学
び
や
で
。

（「
６
月
15
日
号
」
第
２
部
開
校
に
続
く
）
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そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、伝
統
、文
化
は

新
し
い
学
び
や
で
一
つ
に
な
る




